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SSKS 

巻 頭 言 

意思疎通支援者養成事業の進展に向けて   

                      

一般社団法人 

日本言語聴覚士協会           

副会長 

     立石 雅子 

 

  

本年度から、いよいよ失語症者向け意思疎

通支援事業が都道府県を実施主体として始ま

りました。11の都道府県で支援者養成が開始

されました。失語症のある方が地域に出て

様々な活動を行う際の支援者を養成するとい

うこの事業は言語聴覚士にこそできる活動で

あると協会では考えています。失語症のある

方の社会参加促進をはかるだけでなく、失語

症について一般の理解を深めることもできま

す。 

 この事業を成功に導くためには自治体、言

語聴覚士会、そして当事者である失語症友の

会の三者の連携が欠かせません。自治体は養

成事業、派遣事業の実施、そして失語症サロ

ンの開催を行います。各地域の言語聴覚士会

は養成事業への講師派遣や失語症サロンへの

人的協力などを行います。そして失語症友の

会など当事者の方々は、失語症サロンへの参

加や地域の失語症者への呼びかけを行うとい 

う具合です。 

 来年度から養成された支援者の派遣事業が

開始されます。本来は派遣については市町村

が事業主体となる地域生活支援事業ですが、

厚生労働省は「地域生活支援事業」の実施要

綱には、「都道府県が地域の実情を勘案して、

市町村に代わって市町村地域生活支援事業の

一部を実施することができるものとする」と

記載されているところから、都道府県も派遣

に関わることができるとの立場をとっていま

す。このことがまだ十分に浸透していないた

め、都道府県の中には派遣事業に対して積極

的ではないところも散見されます。今後、折

に触れ、この判断を厚労省から都道府県に伝

えていただくことが望まれます。 

 

 

 

 

 

今号は、『失語症者向け意思疎通支援事

業』の特集です。1p 巻頭言・10p の四方

山話・そして 12p から 15p にまとめて記

載があります。生きた事業になるように

していきたいですね。 

そのためには、各地で声を上げなくては

いけないのですがなかなか思いを訴えら

れないのが失語症のつらさですがそんな

時、どうかこの「言葉の海」を持って行

って見せてください。そんな使い方もで

きると思います。 

 

 

http://japc.info/
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＊北海道失語症友の会「北の会」 

5月 10日：仲野会長｢北海道医療大学で講演

 
6月 2日：第 31回定期総会 

6月北の会月例会： 

北海道リハビリテーション大学校   

｢旅の思い出｣   

6月北の会月例：札幌宮の沢脳神経外科病院  

｢口の体操｣｢ミニ玉入れ｣｢歌｣ 

7月北の会月例会：愛全病院  

「都道府県当てクイズ」 

7月北の会月例会札幌山の上病院 

「サッカーボーリング」 

8月北の会月例会：柏葉脳神経外科病院 

「風船バレー」 

8月北の会月例会：札幌明日佳病院 

｢平成クイズ｣ 

  

 

 

＊オホーツク失語症さわやか友の会 

（北海道失語症友の会「北の会」支部） 

6月 22日例会:参加者 21名 

  集団リハ｢お絵かき｣ 

 7月 24日例会：参加者 21名 

寿司ゲーム？ 

 8月 28日第 5回バス研修 参加者 23名 

  ｢帯広卯月スイートピアガーデン｣ 

 

＊青森失語症友の会「ちょちゃべの会」 

 10月 28日定例会：参加者 13名、群読 

 11月 25日定例会：参加者 15名 

紙粘土工作 

 12月 16日クリスマス会：参加者 12名 

ハンドベル・、ゲーム、プレゼント交換 

  

＊石川県失語症友の会 

 9月 22日～23日 

石川県失語症友の会合同研修会

 

 

 

 

友の会だより 
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金沢本部・西支部 

  10月 20日例会：参加者 10名 

  ST自己紹介・会員自己紹介・「秋」につい

てフリートーク、歌・体操、ゲーム、「希

望の朝」斉唱 

  11月 17日例会：参加者８名 

  ST自己紹介・会員自己紹介・箱の中身当

てゲーム、PACEゲーム、嚥下体操、間違

え探し、文字の並び替えクイズ、歌詞の

穴うめクイズ、「希望の朝」斉唱 

加賀支部 

  10月 20日例会：参加者 4名 

  近況報告、単語探し、音楽で当てろ、パ

ネル返し、「希望の朝」斉唱 

  11月 17日例会：参加者 6名 

  近況報告、次回予定に打ち合わせ、脳ト

レ(間違い探し)、「希望の朝」斉唱 

能登支部 

  10月 20日例会：参加者 3名 

  近況報告・将来になりたかったものにつ

いて、文章穴うめ、文の理解、「希望の

朝」斉唱 

  11月 17日例会：参加者 4名 

  クリスマス会打ち合わせ、シークワーズ､

10月 19日例会：参加者 6名 

 近況報告、次回運動会の打ち合わせ、忘

年会の日程検討 

  11月 10日例会：参加者 15名 風船バレ

ーボール、次回忘年会について 

ジェスチャークイズ、すごろく、語想起課

題、「希望の朝」斉唱 

珠洲支部  

 10月 19日例会：参加者 6名 

 近況報告、次回運動会の打ち合わせ、忘

年会の日程検討 

  11月 10日例会：参加者 15名 

 風船バレーボール、次回忘年会について 

 

＊福井県失語症友の会 

 9月 15日例会：参加者 6名、近況報告、 

10月 21～22日 1泊研修旅行：参加者 10名 

  飛騨高山祭りの森・高山古い町並み散策 

【嶺南支部】 

 9月 15日例会：参加者 15名、作品作り 

10月 20日例会：参加者 12名 

  敦賀市子どもの国プラネタリウム 

 

＊茨城県失語症友の会｢葵の会｣ 

 8月 26日例会：参加者 26名、会長挨拶、近

況報告、夏の言葉ビンゴゲーム、歌、葵

の会アベマリアをラテン語でうたう！ 

 9月 23日例会：参加者 27名、会長挨拶、近

況報告、どんな漢字ができるかな？、歌、

葵の会アベマリアをラテン語でうたう！ 

 

＊埼玉県・春日部失語症友の会 

  春日部市身体障害者福祉会会報に紹介され

ました。 

 11月 10日例会：司会挨拶、発声練習、近況

報告、休憩・お茶、お知らせ、ゲーム 
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＊埼玉県・大宮失語症友の会  

7月 7日例会：近況報告、スイカの種飛ばし

競争 

8月 31日バス遠足：狭山の宮信ぶどう園・

サイボクハム 

9月 15日例会：近況報告、テーマ「猛暑を

こう乗り切った」 

10月 20日例会：近況報告、テーマ「秋と言

えばこれだ」 

 

 

＊千葉県・市川失語症友の会「げんき会」 

 6月 18日例会：参加者 47名 

開会の言葉、近況報告、保健師さんの話「め

まい」、口の体操、伝言ゲーム、合唱、閉

会の言葉 

 6月 26日日帰り研修バス旅行：参加 37名   

  葛西臨海水族館、新浦安オリエンタルホ

テル(昼食)、道の駅市川 

7月 23日例会：参加者 40名 

開会の言葉、新しく来た方、皆でゆっくり

話そう、保健師さんのお話、口の体操、気

功、県名当てゲーム、合唱、閉会の言葉 

8月 27日例会：参加者 68名 

開会の言葉、新しく来た方、役員会より、

口の体操、納涼まつり「柳扇会さんの踊り」、

パン食い競争、合唱 

9月 25日例会：参加者 36名 

開会の言葉、皆でひとこと話そう、気功、

口の体操、ゲームしりとり、合唱、閉会の

言葉 

10月 22日例会：参加者 44名 

開会の言葉、新しく来た方、皆でゆっくり

話そう、保健師さんの話：インフルエンザ

口の体操、ゲーム風船送り、合唱、閉会の

言葉 

11月 19日例会：参加者 38名 

開会の言葉、新しく来た方、皆でゆっくり

話そう、保健師さんの話：ぎっくり腰、口

の体操、ピンポン球送りゲーム、合唱、閉

会の言葉 

10月 16～21日「夢ふたたび作品展」 

 

＊千葉県・千葉県東葛失語症友の会 

 10月 28日：開会挨拶、グループごとの話し

合い、紹介、昼食会、リハビリ体操、コ

ンサート、リハビリゲーム、閉会 

 

＊東京都 

大田区失語症支援の会「ひまわり会」 

9月 8日例会：参加 35名 

クラブ活動（麻雀）、一言スピーチ「この

夏どんな夏でしたか」、ゲーム「お隣の人
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にインタビューしましょう」、ミニクラブ、 

土居さんの遊びリテーション、歌 

10月 13日例会： 

クラブ活動（麻雀）、一言スピーチ「もう

一度会いたい人・行きたい場所・食べたい

物」、ゲーム、体操、歌 

11月 10日例会：参加者 35名 

クラブ活動（麻雀）、一言スピーチ「今思

う事」、ゲーム「ニュースパズル」、ミニク

ラブ、土居さんの遊びリテーション、歌 

 

＊東京都・目黒区失語症友の会「椎の木の会」 

 8月 25日定例会：参加者 23名 

活動報告、予定、「私の暑さ対策」、健康ア

ドバイス「夏を上手に乗り切るには、」 

9月 22日定例会：参加 25名 

活動報告、予定、「私の好きなスポーツ」 

健康アドバイス「あなたの緊急避難場所

は？」 

10月 10日秋の研修旅行：参加者 22名 

富士山世界遺産センターと三嶋大社 

10月 27日定例会：参加者 18名 

活動報告、予定、「私がしていた（してい

る）仕事の話」 

 

＊東京都・江東失語症友の会「すずめの会」 

 3月 31日総会：参加者 13名 

  役員決定、皆さんの一言 

 5月 18日定例会：参加者 11名 

すみだ北斎美術館、イタリアンの昼食､ 

旧安田庭園散策 

 7 月 21 日定例会：参加         

者 12名報告、近況報告、

その他 

 9 月 29 日定例会：参加         

者 16名報告、近況報告、

ゲーム、その他 

 11 月 10 日定例会：参加         

者 17名おやつ作り 

（ホットケーキ・ 

フルーツポンチ、 

 

＊東京都・品川失語症友の会 

8月 25日例会：体操、今月のテーマ｢今言い

たいこと｣、残暑見舞いを書きましょう、

歌 

 
 

＊東京都 

世田谷失語症友の会「花みずきの会」 

9月 13日 371回例会： 唄の集い、中島先

生挨拶、連絡事項開会挨拶、テーマ「好

きな食べ物飲み物」ゲーム「数字のビン

ゴゲーム」 

10月 11日「電車に乗ってお散歩会」：19名

しながわ水族館 

11月 8日 373回例会：唄の集い、挨拶、連

絡事項テーマ、開会挨拶、テーマ｢お散歩

会の感想｣、ゲーム「言葉のビンゴゲーム」、

終わりの挨拶 

 

＊東京都・新宿失語症友の会 

7月 7日学習会：29名参加 

事務教局だより、書道･硬筆、お楽しみゲ

ーム、グループジェスチャー 

7月 21日学習会：34名参加 

書道・硬筆、グループ訓練、 

8月 4日定例会：40名参加 

事務局だより、絵画教室、歌唱指導、写真

撮影 
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 8月 18日学習会：31名参加 

事務局だより、書道・毛筆「神社」、グル

ープ訓練 

 9月 1日学習会：34名参加 

  事務局だより、書道・硬筆、グループ訓

練 

 9月 15日学習会:31名参加 

  事務局だより、グループ訓練、書道硬筆 

 10月 6日学習会（日帰りバス旅行）32名 

  群馬県富岡製糸場 

 

 10月 20日定例会：33名参加 

  事務局だより、お楽しみゲーム（手工芸）、

歌唱指導、写真撮影 

  

＊東京都・杉並失語症友の会 

 8月 12日例会：参加者 28 名、すいか割り、 

事務局連絡、近況報告、リハビリ、 

9月 8日例会：参加者 21名 

障がい者会館祭り作品完成、事務局連絡、

近況報告、リハビリ、 

10月 13日例会：参加者 26名 

事務局連絡、近況報告、リハビリ、 

 11月 10日例会：参加者 31名 

 事務局連絡、近況報告、リハビリ、 

 

＊東京都・北多摩失語症友の会「あすなろ」 

 7月 8日例会：参加者 12名 

会長挨拶、連絡事項、近況報告 

 9月 9日例会：参加者 11名 

会長挨拶、連絡事項、近況報告 

10月 14日例会：参加者 10名 

会長挨拶、連絡事項、近況報告 

 

＊東京都・北多摩失語症友の会「若竹」 

 10月 20日例会 

 10月 21日ボランテアまつり 

 

＊神奈川県・相模原失語症友の会 

9月 4日南の会：参加者 22名、歌、身体と

お口の体操、自己紹介・近況報告、休憩、

音楽療法「月の沙漠」、連絡事項 

9月 15日中央の会：参加者 17名、開会の歌、

自己紹介・近況報告、チーム対抗ゲーム」、

歌、閉会の歌、連絡事項 

10月 2日南の会：歌、お口の体操、自己紹

介・近況報告、ゲーム、休憩、音楽療法、

連絡事項、 

10月 20日中央の会：開会の歌、自己紹介・

近況報告、ゲーム、歌、閉会の歌、連絡

事項 

11月 6日南の会：参加者 23名、歌、身体と

お口の体操、自己紹介・近況報告、秋の

食べ物、休憩、音楽療法、連絡事項 

11月 17日中央の会：参加者 22名、開会の

歌、自己紹介・近況報告、コクニサイズ、

歌、閉会の歌、連絡事項 

 

＊神奈川県・藤沢言語友の会 

 8月 19日第 349回定例会：参加者 16名 

自己紹介、近況報告｢花火の思い出｣、楽し

い音楽会、書き取り、言語訓練ゲーム、連

絡事項 

9月 16日第 350回定例会：参加者 18名 

自己紹介、近況報告｢我が家の防災対策｣、

楽しい音楽会(この時間に意思疎通支援実

習 2名協力する)、書き取り、一口健康メ

モ、連絡事項 
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 11月 18日第 352回定例会：参加者 10名 

  「大船フラワーセンター」野外訓練 

 

＊神奈川県・大和言語さくらの会 

8月 4日 520回定例会：参加者 21名 

ラジオ体操、療法的音楽、会長より、県連

より、8月の誕生日の方、 

10月 20日 523回定例会：参加者 23名 

ラジオ体操、お口の体操、言語聴覚士より、

会長より、県連より、音楽療法係より、前

回司会者から、8月の誕生日の方、短文集 

11月 3日 524回定例会：参加者 25名 

ラジオ体操、音楽的療法、会長より、言語

聴覚士斉藤先生のご指導、歌 

11月 17日 525回定例会：参加者 23名 

ラジオ体操、お口の体操、しりとり、唄、

11月の誕生日の方、 

11月 24日茅ヶ崎リハビリテーション専門学

校「Ｈ30年度「失語症を知ろう！ふれ合

おう！」3名参加 

 

＊山梨県・東山地区失語症友の会 

7月 22日例会：参加者 19名 

カレー作り 

9月 2日例会：参加者 15名 

歌「月」、リラックス体操・発声、近況報

告、三択クイズ「アイスクリームクイズ」 

「坂元クイズ」、歌「ことばをこえて」、記

念撮影 

11月 4日例会：参加者 16名 

歌「紅葉」、リラックス体操・発声、近況

報告、三択クイズ「沢田研二」、 

歌「ことばをこえて」、記念撮影 

 

＊大阪ふれあいの会 

 9月 8日例会：参加 20名 

  音楽療法、連絡事項 

 10月 20日例会： 

 11月 17日例会：参加 19名 

  絵本、交流会、 

 

＊奈良県脳卒中友の会「桜の会」 

 9 月 23 日「なら言語聴覚の日の集い 2018」 

 合唱団コンサート 出演者 22名 9曲 

合唱団練習日 10月 14日、11月 18日 

  

＊和歌山県失語症友の会「紀の国会」 

 6月例会：自分史講座 

8 月例会：ゲーム大会         

「都道府県ゲーム」 

 9月例会：講演会「薬と 

  の上手なつきあい方」 

  

松江圏域失語症友の会「だんだんトークの会」 

 5月 13日陶芸教室：参加者 11名 

 5月 27日失語症者意思疎通支援事業講演会 

 5月 29日桑原先生を囲んで 

 6月 10日筆で遊ぼう 

 7月 6日地域リハビリテーション推進交流

会・総会 

 8月 5日定例昼食会 

 8月 8日だんだんサロン：交流・情報交換・ 

  会報編集、行事について 
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 8月 19日失語症者意思疎通支援事業講演会 

 9月 2日定例昼食会：食事をしながら交流会 

 9月 19日だんだんサロン：会報発行作業、

情報交換、 

 10月 7日定例昼食会：食事をしながら交流

会 

10月 17日だんだんサロン：11月の行事「病

院訪問交流会」について情報交換 

 

＊熊本県・熊本たくま会 

 8月 10日例会：参加者 36名 

会食、会長挨拶、山本 ST挨拶、失語症者

向け意思疎通支援者養成講座、たくま会の

歌、リラックス体操、自己紹介、ゲーム、

言葉に活きる(歌)、閉会、 

9月 14日例会：参加者 31名 

会食、会長挨拶、たくま会の歌、リラック

ス体操、失語症者向け意思疎通支援者養成

講座他己紹介）、ゲーム、言葉に活きる(歌)、

閉会、 

 10月 12日足を伸ばそう会：参加者 30名 

  病院出発、会長挨拶、詫間会の唄唱和、 

  三角西港見学、会食、レクリエーション、

買い物(藍のあまくさ村)、天城橋通過、

病院到着、解散 

  

事 務 局 だ よ り 

■ 10 月 6 日（土）第 1 回福島県失語症車の集い（園

田） 

■ 10 月 16 日（日）ワックル 木村、志村、進藤、

藤原、亀澤 園田 

■ 10 月 22 日（月） 

都身障高次脳機能障害就労セミナー（園田） 

■ 11 月 16 日（金）第 2 回失語症理解講座 亀澤、

木村、志村、進藤、藤原、園田 

■ 11 月 18 日（日）家族ワックル 進藤、藤原、

木村、園田 

■ 11 月 23 日（金）～25 日（日）日本神経治療学 

会学会学術集会 木村、志村、進藤、園田 

 

 

 

 

■ 12 月 5 日（火）立憲民主党つながるフェスティ

バル（障害者プロジェクトチーム主催）木村、

志村、進藤、園田 

■ 12 月 18 日（火）~20 日（木）大阪市テクノエ

イド障害者支援機器交流会（田中昌明、田中佳

代子、森本、園田） 

■ 12 月 16 日（日）ワックル 木村、志村、進藤、

藤原、亀澤 

■ 1 月 4 日（土）大阪、脳卒中協会法案成立の会

（園田） 

■ 1 月 9 日（水）~10 日（木）福岡市テクノエイ

ド支援機器交流会（園田） 

■ 1 月 20 日（日）家族ワックル  

木村、進藤、藤原、園田                                                                                                      
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皆様のご厚情に心から感謝申し上げます。 

  ゆうちょ寄付者のお名前です。 

（主に毎月の事務所家賃の支払い資金にさせていただいております。） 

（順不同・敬称略）お名前記載のない場合は事務所まで御連絡をお願いたします。 

赤嶺愛子  足立博子  阿部晃   阿部裕実  生島文子  伊崎祥造  石川守   市川正美 

伊藤世紀  伊藤聖子  岩嵜克己  岩島満夫  出澤登美子 内山幸子  梅津今日子 海老沢敬  

小川弥生  大城貴代子 大塚善一  大前美由紀 大西康史  大西知子  岡田充弘  岡田理砂子 

表聖司   大類和之  片岡博道  河島進   川口安弘  川崎靖   神田知佳  神田裕   

木村高子  久保島好之 黒木邦俊  児島その  後藤悦子  小柳信善  斎藤敏文  坂田雄治  

佐々木正博 笹沼澄子  佐藤聡子  佐藤誠一  篠崎蕗子  柴田すが子 志摩進   清水江美子 

志村孝子  志村哲   進藤雄二  進藤美也子 杉尾恭子  鈴木弘二  須田悦子  園田暎良  

園田尚美  高倉幸次郎 高倉正子  高橋英子  竹田和代  田中加代子 田中英明  田中昌明  

田中真寿美 田中達男  谷口博明  手塚京子  戸村純子  中村光   中川智之  長屋洋子  

南部恒夫  沼崎知江子 萩原博美  橋本一夫  橋本秀久  橋本ゆき  橋本幸枝  濱本王枝  

早川晴美  林静子   林百合子  原泰子   比嘉なな子 平澤哲哉  古山久子  星野トヨコ 

北海道失語症友の会   堀間力夫  益尾禎子  松本祐治  丸井美恵子 間々田佳代子 宮越くに 

水上千鶴  水上盛一  目黒周子  森永京子  森山満敏  八島三男  山口 礼子 山本剛正  

山本弘子  横井美代子 横田清   横田聖子  横森美知子 横山眞太郎 吉岡昭   吉田玲子  

吉村正夫  綿森淑子  渡瀬とし子 （合計 114名） 

 

                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３０年９月から 12月までの御寄付を頂戴した方 (順不同・敬称略) 

事務所の諸経費につかわせていただきます。 

  ｢失語症の訓練教材-１４０の教材と活用表第２版｣の著者一同  三浦春樹  三浦富三子 
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連
載
・
言
語
聴
覚
士
の
四
方
山
話 

 

 

平
成
三
十
年
春
、
厚
生
労
働
省
よ
り
全
国
の
都
道
府
県
に
通
知
が
あ
っ
た
『
失

語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
養
成
事
業
』
は
、
一
〇
か
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す(

十
月
時
点)

。
来
年
度
に
か
け
て
あ
と
十
六
～
八
カ

所
が
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
話
で
す
。
と
は
い
え
、
ま
だ
全
国
津
々
浦
々
～

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
現
場
の
言
語
聴
覚
士
、
都
道
府
県
士
会
の
意

識
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
難
し
い
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
聞
か
れ
る
の
は
、
行
政
側
の
窓
口
の
方
の
認
識
の
低
さ
で
す
。
事
業
の
こ
と
も

失
語
症
の
こ
と
も
知
ら
な
い
と
い
う
区
市
町
村
が
、
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
す
。 

そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
失
語
症
の
あ
る
人
々
の
声
で
す
。
こ
の
制

度
に
つ
い
て
学
び
、
利
用
す
る
た
め
に
窓
口
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
を
考
え
、
動

く
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な
方
が
問
い
合
わ
せ
る
、
そ
の
数
に
意
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
難
し
い
の
が
失
語
症
で
す
ね
。
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か

…

家
族
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
、
言
語
聴
覚
士
で
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
こ
と
が
う
ま
く
言
え
な
い
か
ら
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う

人
を
公
的
な
「
意
思
疎
通
支
援
」
と
い
う
枠
組
み
で
派
遣
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
、
と
聞
い
て
い
る
、
と
伝
え
て
い
く
地
道
な
活
動
が
、
思
っ
た
以
上
に
大
切

と
な
り
そ
う
で
す
。 

現
在
東
京
の
養
成
事
業
で
は
、
受
講
者
が
友
の
会
に
参
加
す
る
実
習
が
あ
り
ま

す
。
友
の
会
と
受
講
者
都
の
両
者
に
と
っ
て
良
い
時
間
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

友
の
会
で
の
一
人
一
人
の
会
話
が
よ
り
豊
か
に
な
る
た
め
に
、
意
思
疎
通
支
援
者

の
存
在
が
必
要
だ
な
、
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
三
十
一
年(

元
号
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
ね
？)

に
は
、「
失
語
症
者
向
け
意

思
疎
通
支
援
者
養
成
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン(

⁈)

を
立
ち
上
げ
、
全
国
の
失
語
症
の
お

仲
間
た
ち
が
、
制
度
を
学
び
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

（
む
） 

脳
ト
レ
ミ
ニ
・
ア
ン
コ
ー
ル 

新
春 

  

次
の
文
字
列
を
、
一
文
字
ず
つ
飛
ば
し
て
読
む
と
、
十
二
支
の
動
物
が
出
て
き
ま
す
。

十
二
支
を
表
す
上
の
漢
字
と
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
絵
の
ヒ
ン
ト
を 

参
考
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
例
）
子
・―

―
―
―

・
ね
い
ず
さ
み
と→

 

ね
●
ず
●
み
● 

＝ 
 

 

① 

丑
・       

・
う
み
さ
し
ぎ
ほ  

② 

寅
・ 

     

・
た
の
つ
き 

③ 

卯
・       

・
う
こ
し
ぶ 

④ 

辰
・ 

 
 
 

・
う
ね
ま
り 

⑤ 

巳
・ 

     

・
さ
ろ
る
お 

⑥ 

午
・ 

 
 
 

・
と
だ
ら
の 

⑦ 

未
・       

・
と
こ
り
へ 

⑧ 

申
・ 

 
 
 

・
み
そ(

へ
つ
び
に) 

⑨ 

酉
・ 

 
 
 

・
い
か
ぬ
も 

⑩ 

戌
・ 

 
 
 

・
ひ
き
つ
れ
じ 

⑪ 
亥
・ 

 
 
 

・
い
す
の
ふ
し
ん
し
り 

 
 

 
 

2 

  

普
通
の
動
物

名
の
漢
字
は

こ
ち
ら…

 

干
支
（
え
と
）

の
順
に
並
ん

で
い
ま
す
の

で
、
声
に
出

し
て
言
っ
て

み
ま
し
ょ
う 

平
成
三
十
一
年
の
干
支
は
こ
れ
！ 

突
き
進
む
！ 

鼠  

  

牛 

  

虎 

  

兎 

  

龍 
 

  

蛇 
 

  

馬 

  

羊 

   

猿 
 

   

鶏 

   

犬 

   

猪 

  
 10 
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 脳トレ ２０１９新年  

 

 毎年お正月には、おせちを食べていらっしゃいますか？  

だんだんおせち料理の意味を知らない人が増えている、といわれる昨今、

皆さんはぜひ、その由来を今一度思い出し、有り難くいただきましょう！ 

 

① 写真の中の   □に入る、お節料理の名前は？ ７つだけ。 

（ヒント：頭文字が出ています）  

 

② 写真の左・枠外に、おせち料理の簡単な意味が書いてあります。どの料

理のことでしょう？ 
 
 

＊金運 

アップ！ 

 

＊まめに 

働けるよう 

無病息災 

 

＊喜ぶ 

 

＊腰が曲が 

るまで長寿 

 

＊五穀豊穣 

 

＊子孫繁栄 

 

＊根を 

ぐっとはり 

安定  

 

＊巻物は 

勉学 

勉強⇒ 

学業成就！ 受験するお子さんやお孫さん、努力が実り、実力が発揮されますように～  （長女高３のむ） 

 

昆＿＿

_ 

 

 

海＿ 

田＿___（ごまめ） 

 

 

栗＿_＿_ 

 

伊
だ

＿＿＿（華やかの意も） 

 

黒＿_ 

 

数＿___ 

 

たたき＿___ 

（たたく＝開運の意） 
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失語症のある方は市区町村への利用申請を行うことで、意思疎

通支援者によるコミュニケーション支援を無料で利用すること

ができ、意思疎通支援者には報酬が支払われます。 

どんなことが頼めるの？ 

☆外出の付き添い   ☆買い物の付き添い   ☆病院の付き添い 

☆役所等での手続きの援助      ☆銀行等での窓口の援助        

☆会議・友の会例会などでの援助 

☆その他日常生活の中で意思疎通支援の必要を感じる場合 

利用したいという多くの声を行政に届けて「失語症者向け意思疎通支援

事業（市町村必須事業）」を推し進めましょう！！！ 

お住まいの自治体の障害福祉課の窓口で 

「私たちの町では、いつから意思疎通者の派遣が始まりますか？ 

私は、利用したいと考えています。」   と伝えましょう。 

 

 

東京都を始め、今年度「失語症者向け意思疎通支援者養成事業」が 10 箇所の都

道府県で行われました。東京都の「失語症者向け意思疎通支援者養成講習会」の

参加者の声や講習会の実習を受け入れた「友の会」の様子をお知らせします 

 

東京都失語症者向け意思疎通支援者養成講習会を受講して       升谷直美 

4年前に母が心原性脳梗塞の後遺症で失語症になりました。言葉が話せなくなり、字も書けなくなりま

した。いまだに母とコミュニケーションをどのように取れば良いのか? 毎日試行錯誤しています。 

又母は、失語症になったことで 1人で外出できなくなりました。言語訓練、買い物、通院、公共機関

の利用等の外出時は全て私が付き添っています。 

朗報！ 
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失語症者は、日常生活上の外出場面において、バリアがたくさんあり 1人ではとても不安に感じていま

す。しかし家族が失語症者の外出時に全て付き合うのはとても大変なことです。そこで失語症者が安心

して外出できるように支援したく、また家族のレスパイトとしても役立てたらと考え受講しました。 

講習では、失語症についての理解を深め、会話の支援を学びます。実習は友の会・サロン等で行い失語

症者との会話技術を学びます。 

しかし実際に受講してみて、母とのコミュニケーションをとるのも大変なのに他の失語症者への会話

支援、外出支援はできるだろうか? と不安に思うようになりました。そんな時ある本に巡り会いまし

た。 

『失語症者の家族や関係者が会話支援として活動する事は、自分自身に対しての「支援」になってい

る面もある。会話支援としての活動が、その人自身の気持ちの支えになることもある』 

この文を読んで不安が一気に解消されました 

実際に実習で他に失語症者と会話することで、母の症状を客観的に見ることができるようになりまし

た。表情をよく見て、ゆっくり話し、書いて会話する大切さを学び、母との会話にも出少しずつ役に立

っています。 

平成 31年 3月に講習実習が終了します。4月から失語症者意思疎通支援者養成報告活動し、失語症者

ご家族に対してお役に立ちたいです。 

 

 

 

東京都失語症者向け意思疎通支援者養成講習会を受講して 

                                島津 あすか 

失語症を知り関わり始めたのが約 5年前。知り合いの言語聴覚士に誘われ、失語症友の会に参加したの

がきっかけです。失語症について知識はあっても、失語症の方に会ったこともありませんでした。初め

ての場にとても緊張したのを覚えています。 
数回通い、会員の皆さんにもようやく認識してもらえるようになった頃、定例スピーチのサポートをす

るようになりました。これでいいのかな・・・と不安に思いながらも、スピーチをする人の隣に立ち、

その人のペースや声を感じながら一緒に原稿を読み上げると、本当に一人ひとり症状が異なることに驚

きました。でもその違いをその人の特徴としてこちらが理解していれば、話をする上でハードルになる

ことはなく、むしろその人を理解するための鍵のような、特別なものに思えました。 

そうして話をすることが楽しくなってきたとき、声が出なくてスピーチができないから友の会を辞める

方がいると聞きました。自分の声で話せなくても流暢な合成音声を使ってスピーチができるアプリの開

発に携わっている私は、それならばとアプリを使って一緒にスピーチしましょうと持ちかけました。そ

う言ったもののスピーチは毎回違うテーマが設定され、準備も友の会が始まる前の数分間のみ。声が出

ない人からどうやって話したいことを聞き出そうか？言いたいことが伝わらない苛立ちについ「もうい

い、いい」という仕草をしていたその方も、どうにかしてスピーチ原稿を作ろうとする私に初めは仕方

なく付き合ってくれていたと思います。もう今回が最後で友の会に来なくなってしまうかもと思いなが

ら数回、筆談や身振り手振り、クイズのように言いたいことを当てるやり取りが、いつの間にか私たち

の間で普通になっていました。あれ？この人しゃべれないから友の会辞めるって言ってたのに、私とし

ゃべってるじゃない？言葉は不十分でも通じることをお互いに認識した瞬間でした。声が出にくくても

伝えれば伝わらないこともないと自信をつけたその方は、友の会を辞めることなく、今ではアプリも使

わず自分でスピーチをしています。 

この出来事は私にとっても、自信と、今後も失語症の方のサポートをしたいという意欲につながりまし

た。今、次のステップとして失語症者向け意思疎通支援者養成講座を受講しています。正しい知識の習

得と実習による経験を積むことで、家族でなくても、初めての人でも、失語症の方のサポーターになる

一歩を踏み出せます。 

少しでも失語症の方と失語症をサポートする人の輪が広がることを願いつつ、今の学びを来年度以降発

揮できる機会を楽しみにしています。 
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「失語症向け意思疎通支援者」に思うこと 

                   東京都調布市失語症友の会「話楽」会長 三浦利昭 

  

いままでの、失語症については、立ち遅れの感があります。 

失語症は、言語機能の障害、外から分かり難い目に見えない障害と言えます。失語症は話をしない限り障

害の存在自体わからないのが一般的です。失語症当事者にとっては、甚だ難しい病気と言えます。 

今まで失語症とは別に、手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳者と言った、聴覚障害者向けに取り

組んできたのが比較的多かったと思います。 

過去においては、失語症は福祉活動における支援が行われることが少なく、家族の方以外で、第 3者によ

る支援がまだまだ広がっていないのが現実と思います。 

その然したる原因は、失語症の方は、言語機能障害における個人それぞれの能力差が大きく、他の障害等

に於ける支援内容が異なることが上げられます。従って意思疎通支援者の養成が長年難しいと思っていまし

た。 

平成 28年度地域生活支援事業の実施要綱では、対象者について失語症を追記し、支障がある障害者全てが

対象としています。 

これらにより、平成 30年度から地域生活支援事業の必須事業として行われている、「専門性の高い意思疎

通支援を行う者の養成研修及び派遣事業」に、晴れて失語症向け事業を追加しています。 

また、念願かなって平成 30年度においては、「失語症向け意思疎通支援者の養成講習会」が始まりました。

本当に喜ばしいことと思います。 

 私達調布失語症友の会「話楽」会員から、2名の研修生として参加しています。 

失語症によって、言いたいことが伝わらず悩んでいる方、言葉を聴いて理解することが難しい方など、症

状が重いほど、社会活動への参加は難しくなってしまいます。 

 そのため、失語症のある人が社会参加を果たすためには、失語症のことを良く理解し、コミュニケーショ

ンを補いながら一緒に会話できる人が必要です。 

 研修生 2名の方は、ご主人が当事者として毎日接触が有ります。しかしながら、毎日接触がある当事者（

ご主人様）と、良い悪いは別にして、毎日の生活実践においては、それぞれの当事者個別的要素が密接に絡

めあっています。従って、家族といえども現実難しい面があるのも事実と思います。尚、そうは言っても常

々感謝の念でいっぱいと思います。 

 先日（11 月 28日）に、実習により、研修生 2 人、失語症者 2 人、及び言語聴覚士 2 人と、お店訪問をし

てきました。然したるトラブルは無かったと思います。強いて言うなら綿密な打合せをすれば、なお良かっ

たと思います。 

失語症向け意思疎通支援者の養成講習会において外してほしくないのは、失語症者は、いろいろな障害等

を持っています。均一では測れないと思います。 

また、失語症者を取り巻く家族や友人、スタッフ、職場の関係者など、障害の度合い状況、具体的接し方、

留意すべき点など深い理解が必要と思います。 

この点、失語症向け意思疎通支援者の養成講習会に更に深く勉強して欲しいと思います。 

ところで、失語症における就業の問題であります。今のままだと就業を含む生活全般に、影を及ぼします。

特に復職率８％の問題は、解決まで時間が係ると思います。失語症向け意思疎通支援者のみならず、失語症

関係者が解決する重要な問題と認識しています。 

私は、調布失語症友の会「話楽」を昨年の４月立ち上げています。 

それと同時にこの時期、失語症者にとって大きく変化の時期であります。特に失語症向け意思疎通支援者

の具体的活動は、失語症者にとって強烈なインパクトがあります。 

私と同じ失語症の方々、そのご家族、失語症の関係者、失語症を勉強している方々に、失語症に関連した

諸問題等をいくらかでも情報発信します。また社会貢献活動の一環としてあらゆる機関に還元できれば幸い

と思っています。そのためにも、普段から意思疎通支援者役割が必要になってくると思います。 

失語症者及びその家族に対し、助け合い励まし合い、幾らかでも生活改善に繋がることを目指しています。

また、一般社会に対し失語症の啓蒙活動ができれば幸いと思います。 

失語症向け意思疎通支援者の具体的定着化は、これからと思います。 

これからなるであろう、意思疎通支援者の、今後のご活躍お祈り申し上げます。 
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「「家家族族ワワッッククルル」」 

 

 

【失語症カフェのお知らせ】 

「「ワワッッククルル」」  
第 15回平成 31年 2月 17日(日) 

 

｢｢家家族族ワワッッククルル｣｣ 
第５回 平成 31年 3月 10日(日) 

(今回のみ第 2日曜日に変更します)  
 

午後 1時 30分から 3時 30分 

 

【場 所】 

 「言語生活サポートセンター」訓練室 

   電話番号：03-6915-1877  

【参加料】 500 円  

【後 援】 杉並区社会福祉協議会 

【申し込み先】 

日本失語症協議会 

参加希望者は、電話で申し込みください。 

 担当 藤原・進藤・園田  

 03-5335-9756  fax03-5335-9757 
  

 
 

～今号 16 ページに目次～ 

1p：  巻頭言 

2-8p： 友の会だより事務局だより 

9p：   寄付者名簿 

広告：シマダ製作所 

10-11p：言語聴覚士のよもやま話･脳トレ 

12-15p：特集 

『失語症者向け意思疎通支援事業』 

16p： 失語症カフェ案内・目次・編集後記 

    広告：株式会社エスコアール 

 

 

 

【編集後記】 

■新年を迎えました。平成最後の年と言われ

ていますがいい変化を期待したいですね。 

■各友の会のお便りに『失語症者向け意思疎

通支援者養成講習会』の実習受け入れをした

ことがたくさん書かれていました。 

■さて全国大会の案内も一緒にお送りしま

した。私も夫と一緒に参加します。皆さん！

大分の別府でお会いしましょう｡ 【進】  


